

































































































































































































































































































































とし＜暗号と生きる（Das Leben mit Chiffren）＞ところの哲学的信仰（der Philosophische Glaube）をヤスパ
ースは対置する（P416f）」という。宗教教育の難しさであり、実存的自覚を促す努力が教師に求められる所以で
あろう。
10　意識的な精神の現存在についての考察は、第 4 章の P180 以下に詳しい。 
11　現存在についてレーバーの解釈を挙げるとともに（P162）、ヤスパースとの相互の批判を挙げ、現存在概念の
違いを明らかにする。（P300） 
12　＜生成・永遠回帰・運命愛＞の考察の後（P256ff）、ヤスパースはさらにそれを基礎付けるところから捉えなおす。
（P267）　この学究姿勢はまさに一貫して著者のものでもある。
13 ヤスパースの＜限界状況＞と＜永遠の現在＞がつながることが指摘される。（P255) それは、藤田健治やマルセ
ルの＜歴史的規定性（限定性）＞の解釈にもつながるという（P245）。
14　前述の注７の後に、ヤスパースはまずカントの理念の一つである自由を自律的自由として概観する。続いてそ
れが実践理性において客観的実在性を得ることが述べられ（P152）他の二つの理念（霊魂の不死と神）も同様
とする。すなわち、最高善の条件として、＜道徳性の完成＞と＜幸福＞が、自由、神、不死という理念との関係
で述べられる（P155）とともに、理念はそこでは、構成的であることができるとする。（p145）　著者は「この
ように、ヤスパースの場合には、実践が実存と一つであり実存は・・・われわれ人間の現実であって、それと
結びついて超越者も単に実存からの要請としてではなく＜隠されて＞いるが実存にとっての現実である（その場
合、カントの言うように超越者が＜客観的実在性＞をもつという点に関しては問題であり、後により詳しく検討
する）。このようにヤスパースは＜実践＞に関してカントを忠実に引き継いでいるわけではないことは明白であ
るが・・・・その理念のヤスパース的展開である包越者を実存の実現という実践と結びつけ、すでに見たような
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人間存在の哲学を展開しているのだと解することができる。」と述べ、さらにカントを越えて、〈暗号となる思惟〉
について独自の見解、研究成果を論じられる。
